
 85

哺乳類 ＜齧歯目（ネズミ目） リス科＞ 愛知県：準絶滅危惧 （国：地域個体群） 
MAMMALIA ＜RODENTIA SCIURIDAE＞ AICHI：NT （JAPAN：LP） 

ニホンリス Sciurus lis Temminck 

 
【選定理由】 

日本固有種で、分布が確実なのは本州と四国のみで、九州と淡路島では最近の記録がなく（Tamura, 
2015）、絶滅した可能性が高い。愛知県内では渥美半島での生息記録がなく、知多半島では常滑市と
知多市で「時に出没することあり」とされていたにすぎない（宮尾ほか, 1984）。市街化や開発等に
よって生息環境が分断され、個体群が維持される条件への脅威が増大していると考えられる。 

 
【形 態】 

体重 250～310g、頭胴長 160～220mm、尾長 130～170mm、後足長 48～58mm、耳介長 22～31mm、
頭骨最大長 46.3～55.5mm。エゾリスよりもやや小型。背面は夏毛では赤褐色、冬毛では灰褐色で、
腹面は純白。尾の先が白く、冬毛では耳の先にふさ毛が生じる。歯式は I1/1, C0/0, P2/1, M3/3=22。 

 
【分布の概要】 
【県内の分布】 
犬山市、春日井市、名古屋市（守山区東谷

山・森林公園・小幡緑地・八竜緑地）、瀬戸市、
尾張旭市（森林公園）、知多市、常滑市、豊田
市、みよし市、岡崎市、設楽町、豊根村、東
栄町、新城市、豊川市、蒲郡市（絶滅？）、田
原市（宮尾ほか, 1984；大羽, 2005；子安･小
鹿, 2014；名和, 2015；子安ほか, 2016；春日
井市, 2016）。 
【国内の分布】 
本州、四国。九州と淡路島では近年の確実

な記録がない（Tamura, 2015）。 
【世界の分布】 
日本固有種（Tamura, 2015）。 
 

【生息地の環境／生態的特性】 
平野部から山地にかけての森林がニホンリ

スの生息地であり、ドングリ、クルミ、マツ
などの種子をよく食べるが、花、芽、果実、
キノコ類、昆虫なども食べる（宮尾ほか, 1984
など）。 

【現在の生息状況／減少の要因】 
1984 年に発行された「愛知の動物」（宮尾ほか, 1984）ではムササビやヒメネズミとともに「狭域

分布種」と位置づけられていた。減少の要因として、市街化や開発等による生息環境の分断や生息
環境の劣化が考えられる。 

 
【保全上の留意点】 

ニホンリスの個体群が安定して維持されるために連続した森林が開発等により分断されることを
さけるとともに、植生の復元等によって孤立した個体群の連続性を回復する必要がある。 

 
【特記事項】 

知多市と常滑市では 1980 年に 2 頭の捕獲記録があるのみ（宮尾ほか, 1984）であり、絶滅した可
能性もある。蒲郡市での分布は 1974 年の「蒲郡市史」に基づいた宮尾ほか（1984）によるが、その
後の記録は明瞭でなく絶滅の可能性がある。環境省のレッドリストでは「中国地方」と「九州地方」
の個体群が「絶滅のおそれのある地域個体群」に指定されている（押田, 2014）。化石は山口県の中
期更新世、本州中南部と四国の後期更新世、本州中部の完新世から出土している（Tamura, 2015）。 
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